
日赤みやぎ日赤みやぎ

▲ラオス人民民主共和国で救急法を指導する当支部の職員。世界に広がるネットワークを活かし、
国内外で「人間のいのちと健康を守る」活動をしています。
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５月は赤十字運動月間です
あなたの気持ちをカタチに



日赤の職員も現地で活動。動画はこちら。

被災者へ食事を提供するトルコ赤新月社（C）トルコ赤新月社 ウクライナから避難してきた人に保健医療支援を実施提供
するハンガリー赤十字社ボランティア(C)Tamara Vukov

毛布などの救援物資を備蓄し、被災地に届けています。 講習会やイベントで
けがの手当や救命手当の方法を伝えています。

「気づき・考え・実行する」を合言葉に、
世界の平和と人類の福祉に貢献できる子どもたちを育てます。

高齢者見守り訪問活動など
地域でボランティアが活動しています。

トルコ・シリア地震 ウクライナ人道危機

5月は赤十字運動月間
　ご協力をお待ちしております！
5月は赤十字運動月間
　ご協力をお待ちしております！
5月は赤十字運動月間
　ご協力をお待ちしております！
5月は赤十字運動月間
　ご協力をお待ちしております！

世界中の“今”必要なニーズに動く！世界中の“今”必要なニーズに動く！世界中の“今”必要なニーズに動く！世界中の“今”必要なニーズに動く！

いのちを守る宮城県支部の活動いのちを守る宮城県支部の活動いのちを守る宮城県支部の活動いのちを守る宮城県支部の活動

　赤十字は、スイス人のアンリー・デュナンが戦争で傷ついた
人たちを敵味方の差別なく救いたいという思いから創設した、
世界初の救護団体です。現在では、世界192か国で人間のい
のちと健康、尊厳を守る活動の輪が広がっています。
　赤十字は、いのちを守る世界共通のマークです。紛争の現場
では、このマークを付けた場所や人を絶対に攻撃してはならな
いという意味があります。

　日本赤十字社は国際赤十字と連携して、現地での活動
をはじめ、誰も取り残さないため様々な支援活動に取り組
んでいます。
　引き続き、みなさまのご協力をお願いいたします。

いち早く被災地へ救援物資
を届けます。
医療救護班による避難所の
巡回診療や、ボランティア等
による炊き出し、こころのケ
アも行います。

災害救護訓練の実施。
救援物資の備蓄。
ボランティアの育成。
救急法の普及。
海外での人道危機対応や災
害対応など365日
常に活動しています。

150年受け継がれてきた思いと使命

動き続ける活動は皆さまに支えられています

赤十字マーク

災害発生！
人道に特別な日はありません
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　令和５年度より、当院の新ホームページを公開いたしました！
患者さんや入職を希望している方にとって、今まで以上に見や
すく、分かりやすい、温かみのあるページにできるように広報
委員会を中心として1年間話し合いを重ねてきました。
　感染症等の影響で中止していた市民セミナーも年度内には
再開できるように活動していきますので、ホームページにも、市
民セミナーにも、より多くの方に訪れていただければ嬉しいで
す！

こちらを読み取っていただくと、
当院のホームページが
ご覧になれますので、
ぜひお試しください！！

当院のホームページがリニューアルしました！仙台赤十字病院仙台赤十字病院

　3月18日～20日の3日間、全国の医療系学生が災害医療につ
いて学ぶ3rdDisasterWSが当院と石巻市の震災遺構門脇小
学校を会場に開催されました。このワークショップは、「災害医療
をもっと学びたい、もっと多くの学生に知ってもらいたい」という
強い想いを持つ学生が主体となり企画したものです。
　1・2日目は、当院を会場に災害医療活動を行うための基本原
則や治療の優先度を決めるトリアージ、避難所運営について座
学やグループディスカッションで学びました。3日目には震災遺
構門脇小学校を見学した後、遺構スペースの一部を使用して避
難所設営を体験し、段ボールベッドを設置する際のゾーニングや
段ボールベッドの組み立て方法など、避難所環境整備の重要性を体感しました。

全国の医療系学生が災害医療を学ぶ石巻赤十字病院石巻赤十字病院

　このたび、日本赤十字社では、長期保存試験（2～6℃、採血後28日間）を実施した
結果、試験期間内は品質が維持されていることが確認されたため、赤血球製剤の有効
期間を従来の21日間から1週間延長し、28日間に変更することとしました。
　赤血球製剤の有効期間変更に係る延長の承認を国から取得し、本年３月13日採血
分から製造を開始し、3月15日から順次、供給を開始しております。

赤血球製剤の有効期間を28日間に延長

　3月12日（日）、女子プロサッカーマイナビ仙台レディース主催の「WE 
ACTION DAY」に参加しました。このイベントは、東日本大震災から12年が
経ち、当時を知らない子どもたちが増えていく中で、これからを担う子どもた
ちが、楽しく学ぶきっかけになればと、選手が主体となって学園祭をイメージ
して実施されました。当支部は「防災」ブースを担当し、段ボールベッドの組み
立てや防災リュックの中身を考えるゲーム、家庭内DIG（災害図上訓練）、防
災○×クイズ、担架による搬送のデモ等を行いました。防災ボランティア4名
も参加し、選手のサポートを行いました。参加した親子からは「楽しみながら
防災について学ぶことができた」「防災について再確認するいい機会になっ
た」といった声が聞かれました。

防災・減災について楽しく学ぶイベントに参加しました！

当支部職員がラオス人民民主共和国で救急法普及を支援！

↑大盛り上がりの防災○×クイズ

↑防災リュックのゲームにチャレンジ！

現地職員と実技に取り組む相原指導員

協力しながら段ボールベッドを組み立てる学生達

　日赤東京都支部主催の「赤十字ボラン
ティアフェスティバル」に当支部から金子
俊光氏（指導講師／仙台市荒巻赤十字奉
仕団長）がオンライン出演しました。
　東日本大震災から12年となる令和５年
３月11日（土）、日赤東京都支部が「なかの
ZERO（東京都中野区）」を会場に「赤十字
ボランティアフェスティバル」を開催。金子
氏がオンライン出演し、震災当時の状況や経験して得たことについて発表し
ました。
　当日は、都内の赤十字ボランティア約450人が参加。東日本大震災につい
てあらためて考える機会になりました。

赤十字ボランティアフェスティバル

会場に映し出された様子（なかのZERO）

宮城県支部の会議室から出演した金子氏

　日本赤十字社は、国内だけではなく、海外への救急法の普及支援も行ってい
ます。今回、令和元年度に支援※1を開始してから、初となるラオス赤十字社への
現地訪問を行いました。
　ラオスは人口1,000人当たりの医師数が0.272人※2と医療水準が低いため、
住民自身で応急手当ができることが非常に重要で、手当を伝える指導者の育成
が求められ、その指導者養成講習の指導支援に当支部職員も参加しました。
　ラオス赤十字社本社及び国内6支部から集まった新任指導者は、知識・技術
の習得と指導力の向上のために真剣に取り組み、今後、地元の学校を中心に救
急法を広めていきます。
※1　日赤が支援した資金は、資材（人形等）の購入や指導者養成、救急法講習等の開催に役立て
られています。令和4年度は宮城県支部から558,000円の支援を行いました。
※2　2015年時点の数値　世界平均は1.804人

サードディザーズワークショップ かどのわき

宮城県赤十字血液センター宮城県赤十字血液センター



〒981-0914　宮城県仙台市青葉区堤通雨宮町 4-17（宮城県仙台合同庁舎 8階）
TEL 022-271-2252　FAX 022-275-3004
MAIL  info@miyagi.jrc.or.jp
ホームページ　https://www.jrc.or.jp/chapter/miyagi/

お し ら せお し ら せ

宮城県支部の社屋移転について宮城県支部の社屋移転について
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受け付けています
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　宮城県支部では、現在、仙台市泉区市名坂に新社屋及びロジスティクスセン
ターの建築を進めており、令和５年７月に竣工、10月に移転を予定しています。
　この社屋は、東日本大震災の教訓を踏まえ、大規模・広域災害において、全国
から参集する救護班要員の一時休憩施設、資器材の補充、情報収集・処理の機
能を持つロジスティクスセンターを兼ねており、
①いかなる災害でも災害救護活動拠点として実稼動できる施設
②関係機関との連携モデルとなる施設
③平時から開かれた施設
となるよう計画された施設となっています。

　2月6日（月）現地時間午前4時17分、トルコ南東部のシリアとの国境
付近を震源とする地震により、トルコ南東部及びシリア北西部において
多数の死傷者が報告されています。こうした事態に対し、日赤では救援
金を受け付けております。　　　　

最新情報はこちらをご確認ください▶

お役立ち情報 非常食かんたんレシピ非常食かんたんレシピ


